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埼玉支部の現状と健康課題 

○全国的に40歳以降の全ての年齢階級において、入院外の医療費で高血圧性疾患と糖尿病が上位
１・２位を占めているが、埼玉県においては、その比率が全国を上回っている。 

○さらに、埼玉県は高齢化率が最も顕著なスピードで進むため、糖尿病などの生活習慣病の重症化
が極めて高くなる可能性がある。 

○そこで健診受診結果から、糖尿病や高血圧の要治療者等に対して、早期に受診を促進するアプ
ローチや重症化予防を展開していくことが、健康長寿・医療費削減のために重要となる。 

○また、埼玉支部の加入事業所は約80,000事業所となり、近年大幅に増加している。支部の職員に
よるアプローチには限界があるため、事業所と連携した健康づくりが重要となる。 

埼玉支部のデータヘルス計画の柱 
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○特定健診受診率・事業者健診データ取得率等の向上 

○特定保健指導の実施率の向上 

○糖尿病・高血圧等の重症化予防対策の推進 

○健康経営（コラボヘルス）の推進 


